
⑧㌔中栂町内会より
①災害に対する自宅での捕えは万全ですが脅

東京にはさまざまな災害リスクが蕾んでいます。いつもの暮らしに少しだけ手を加える、小さな

備えの積み重ねが、多くの命を守ります。今からできる準備を進めましょう。

㊥「白帯備蓄」で災害に備えましょう

「日常備蓄」は、災害に備えて特別な準備をするのではなく、

普段使っているものを常に少し多めに用意しておくことです。

備蓄品の種類や量は、家庭構成や家族状況によって異なります。

まずは3自分、できれば1週間分を目標に備蓄を進め、災害に

備えましょう。

東京都で勧めている日常備蓄のイメージ

東京防災公式キャラクター

「防サイくん」

少
し
多
く
購
入

使
う
・
食
べ
る

∴輩曇 轢翳轟 
\▲ 

瀦饗轟 
“

宗 田日記間環親囚藍す;酬≡ ≡
〇一 

古
い
も
の
か
ら
順
に
消
費

駿翳轟 
▼ 

∴串毒 

常に少し多めの状態をキープ

使
う
・
食
べ
る

減
っ
た
分
を
補
充

災害時に

必要なもの
(被災地で重宝した品目)

●カセットコンロ

●懐中電灯

●簡易トイレ

●充電式ラジオ

など

女性の場合は、生理

用品、乳幼児・高齢

者がいる家庭では

オムツなどを常備

出典: 「日常備蓄」で災害に備えよう(東京都総務局)
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